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工事名：福岡空港誘導路新設工事
概 要：（従来） （新）

既設舗装嵩上げ ⇒ 既設舗装撤去新設

① 既設舗装を嵩上げする工法とした場合、誘導路本体、滑走路側への摺り付け面積
が大きいため、既設舗装を撤去し、誘導路本体舗装を新設することで舗装工施工費
をコスト縮減。

■ アスファルト舗装工事費を、１４３百万円から１０１百万円に縮減。
（縮減額 ４２百万円、縮減率 約１１％）

効 果

国土交通省 九州地方整備局 博多港湾・空港整備事務所

「公共工事コスト縮減対策に関する新行動指針」
【 施策名： (１) 工事コストの低減 １）工事の計画・設計等の見直し ③設計方法の見直し】
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